



An Idea of Learning Environment to Develop Scientific Thinking
Harue KAWAKAMI
Abstract 
　To develop thinking power, it is important that children set themselves their own task to 
the object and the process of problem-solving that includes to structure the new scientific 
view or thinking through the observation and the experiments which are done beforehand.
　When we think about learning environment, we tend to think about having enough 
equipment in a science laboratory or posters on a bulletin board. However, it is not sufficient. 
For learning environment, there are two more important things. One is a direct observation 
and experiments. The other one is anticipating before/after the observation and experiments 
（direct experience） and having enough communicative activities （indirect experience）. 
To develop scientific thinking, we need to have both of them. This study suggests that the 
importance of sufficient communicative activities and effectiveness of study materials for 
learning environment.
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（　）風やゴムの働き （　）光の性質 （　）磁石の性質 （　）電気の通り道 （　）物と重さ
（　）電気の働き （　）空気と水の性質 （　）金属，水，空気と温度 （　）振り子の運動 （　）電流の働き
（　）物の溶け方 （　）てこの規則性 （　）電気の利用 （　）燃焼の仕組み （　）水溶液の性質
（　）昆虫と植物 （　）身近な自然の観察 （　）太陽と地面の様子 （　）人の体のつくりと運動 （　）季節と生物
（　）天気の様子 （　）月と星 （　）植物の発芽，成長，結実 （　）動物の誕生 （　）流水の働き
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（　）単元の導入 （　）課題をつくる （　）仮説をもつ （　）実験・観察









































































































































































































































































































































































学習活動 教師の発問と児童の意識の流れ 教師の指導  支援（○）評価（◎） 準備物













モデルの地層の様子をボーリングして調べよう。 注 射 器
地 層 モ
デル２地 層 の 広
が り を 予













３  実 験 し 結
果 を 整 理

























４推 測 し た
こ と を 班















◎ 簡 易 地 層 モ デ ル の 試 料 を
使って地層の様子を調べ，





５答 え 合 わ
せ を し，
結 果 に つ
















７  振 り 返 り
をする
78 科学的思考を深める学習環境の工夫
着目して考えることを助言しようと準備していた。
　授業後の研究協議では，実施した担任がルーブ
リックを作成することで児童を見取る目が細やかに
なったこと，簡単に評価して支援がすばやく行えた
ことを述べていた。
Ⅴ．まとめ
　本研究を通して，科学的思考を深めるためには，
学習環境として「直接経験である観察，実験と観察，
実験の前後の言語活動の充実」が重要であることが
示唆された。具体的には，①導入事象や教材を効果
的に提示し観察，実験を行うこと，②単元や授業過
程に話し合い活動を位置づけ考察を深めること，③
話合い活動の充実のために児童の姿で表した評価基
準（ルーブリック）を作成し，形成的評価を行い支
援することである。
　調査校では２年間，３点に重点を置いて理科授業
の充実を図ってきた。現場の多数の教師が指導しに
くいと指摘しているB分野（「生命」「地球」を柱と
した学習内容）も，導入時に出会わせる自然事象や
モデル教材などの工夫と，有効な言語活動と形成的
評価による支援によって意欲的な学びにすることが
できると判明した。
　今後は「思考を深めるための言語活動の在り方」
について，アーギュメントに焦点を当ててさらに研
究を深めたいと考える。
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